
LLブック制作システム
「ハートフルブック」の開発と運⽤
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1.LLブックとは
• LLブック︓スウェーデン語のLättlästの略で，“やさ
しくてわかりやすい”という意味。英語圏では，
easy-to-readやeasy-to-understandとも呼ばれ
る

➜⻘年期以降の知的障害者などのニーズにあった情
報をやさしく，わかりやすく提供しようとするもの
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LLブックの例
（⼤垣勲男・野⼝武悟監修『⿂屋の仕事︓光司さんの1⽇（仕事に⾏ってきます⑧）』埼⽟福祉会出版部，2020年）

• LLブックの3つのタイプ
レベル1（最も簡単）︓絵や写真でストーリーを表す。

⽂字を使わず，絵や写真だけの本もある。⽇常的な
なじみのある内容で，登場⼈物の少ない，簡単な読
み物である。
レベル2（より簡単）︓内容はシンプルで，論理的に

構成されている。よく知られている単語と表現が使
われ，⽂章は短い。挿絵，写真，ピクトグラムが⽂
章の理解を助けるために使われる。
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レベル3（簡単）︓⽂章が⻑くなり，複⽂や重⽂も使⽤
される。扱っている内容は，時と場所とが移ることも
あり，登場⼈物がたくさん出てくることもある。⽂章
を補助する挿絵がついていることもある。

• スウェーデンから世界各国へ
➜1968年から作られ始める。以降，毎年30タイトル前後が

出版

➜背景︓ノーマライゼーション（共⽣）と情報アクセスの
保障

‣ノーマライゼーションの実現には，障害の有無にかかわら
ず誰もが，⽇常⽣活や社会⽣活，余暇などで必要となる情報
を⾃ら得られることが必要

➜現在，スウェーデン以外の国々でも⼀定数のLLブックが出
版されている
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2.LLブックの出版動向
• ⽇本でもLLブックの出版は広がり始めている

➜まだ少ない現状。LLブックを副題やシリーズ名に
明⽰する作品が出版されるのは2000年代に⼊ってか
ら
➜2025年1⽉現在，LLブックを明⽰する作品は市販
が50タイトル程度
・・・埼⽟福祉会出版部，樹村房，国⼟社などが出版

➜LLブックという明⽰はないものの，内容⾯でLL
ブックに相当する作品が100タイトル程度
‣例︓全⽇本⼿をつなぐ育成会発⾏「⾃⽴⽣活ハン
ドブック」シリーズ
・・・全国⼿をつなぐ育成会連合会のサイトで購⼊
可能 http://zen-iku.jp/booklist
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3.図書館におけるLLブックの提供

• 公共図書館
➜所蔵率は着実に増加

2010年  2.8％
2017年 31.0％
2021年 66.3％

➜しかし、所蔵タイトル数は少ない
2021年 16タイトル

• 学校図書館
➜所蔵率はまだ低い現状（2020年）

⼩学校 6.2％
中学校 4.0％

⾼等学校 2.2％
特別⽀援学校（中学部）9.4％
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4.「ハートフルブック」の開発

• 研究室の学⽣たちと⼀緒に作品づくり（2010年〜）

• 産学連携でLLブックの制作も可能な「ハートフル
ブック」（https://heartfulbook.jp）の開発と運⽤
（2016年〜）
➜欧⽂印刷（株），（株）光和コンピューターなどとの

産学連携で構築・運⽤

➜2016年に欧⽂印刷が「LLブック出版サービスの開発」で
公益財団法⼈東京都中⼩企業振興公社の新製品・新技術
開発助成⾦を受ける

➜ LLブックを「知る」「読む」「作る」の3つのパートか
ら構成
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5.「ハートフルブック」の活⽤
• LLブックに関する2つのガイドライン

➜『読みやすい図書のためのIFLA指針（ガイドライン）（改
訂版）』⽇本図書館協会、2012年
➜『図書館等のためのわかりやすい資料提供ガイドライン』
⽇本障害者リハビリテーション協会、2017年

ご清聴ありがとうございました

画像電子学会 第５３回ＶＭＡ研究会・第１９回 視覚・聴覚支援システム(VHIS)研究会

49


	53hyoushi_hakkobi
	NO.1_公立図書館におけるBL小説の所蔵状況とその傾向
	NO.2_ゲームアーカイブの意義と現状
	NO.3_「いじめ記事」における新聞・雑誌の報道の差異に関する一考察
	NO.4_パラリンピック報道における“感動ポルノ”的記事分析
	NO.5_手形状認識ライブラリを用いた指文字認識プログラムの評価実験
	NO.6_公共交通機関における聴覚障がい者支援システムの試作
	NO.7_視覚障がい者でも楽しめる音響と振動を用いたゲームの製作
	NO.8_視覚障害者歩行援助のための画像認識による線路侵入検知警告システムの試作
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